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学位論文審査結果報告書 

平成 28 年 7 月 2 日 
 
大学院医学研究科様 
 
下記のとおり学位論文の審査を終了したので報告いたします。 

 
審査結果要旨 
氏名 小野 淳史 
学位論文題名 Effect of the Fukushima earthquake on weight in early childhood –  

a retrospective analysis 
       （乳幼児期の体重への東日本大震災の影響に関する後方視的調査） 
 
本研究は、福島県における原子力災害が乳幼児の身体発育に及ぼした影響を、2 万人規模

のデータを用いて分析したものである。福島県内 31 市町村の乳幼児健康診査のデータを用

い、被災した時期により対象児を 4 群に分けて比較検討した結果、乳児期に被災した児は

幼児期早期に過体重を認め、その傾向が浜通りで最も強く見られた。 
審査会において、対象者の選定、分析に用いた検定手法、そして特に原子力災害と過体

重の因果関係に関する質問がなされ、研究方法に関する 2 つの質問についてはその場で適

切な説明があった。また結果の解釈については、因果関係が明確に述べられない旨の記載

が本研究の限界として論文に記載されている事を審査会の質疑応答で確認した上で、体重

の変化が原発事故に起因する可能性があると考えた理由をより詳しく論文に加筆した。 
原子力災害後の子どもの健康の変化についての本論文は世界的にも貴重な資料であり、

災害時の子どもの健康対策に貢献する成果を上げたと判断され、学位に値する。 
 

論文審査委員 主査 後藤あや 
                                 副査 大津留晶 
                                 副査 福島哲二 
 
 


